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　ニホンカモシカ（Cα加oo7漉307ゴ3加3）の骨格の形態学的研究の一環として，前肢骨7），

後肢骨8）および胴骨（脊柱・肋骨・胸骨）10）に引き続き，今回は頭蓋（頭蓋骨・顔面骨）につ

いて調査研究を行ない，主題の研究を完成させた。本研究によって，ニホンカモシカの骨格

に関する研究と日本における最初の骨格解剖図譜が作成されたわけである。

材料および：方法

　今回，調査研究したニホンカモシカの頭蓋の骨格標本は，幼齢（6－8ヵ月）から老齢に

至る58頭を材料とした。それらはTable　1．に示してある。ニホンカモシカの年齢について

は，松尾・大島6）（1983）による推定法を用いた。

Table　1．　Data　obtained　from　Japallese　serows．

Serows

57SEO5

57SEO7

57SE26

57SE36

57SE39

57SE45

57SE46

57SEO9

57SE12

57SE33

57SEO2

57SE27

57SE11

57SE16

Sex

F
F
F
F
M
M
F
F
F
M
M
M
F
F

Body　weight
　　（k9）

2
2
4
7
3
8
4
1
6
．
5
5
．
．
0
．
7
2

6
1
4
4
1
3
4
5
8
5
3
2
1
4

1
2
3
2
2
1
1
3
3
3
3
3
4
5

Age　and　length　of
　incisor　（Cln）

6－81no。

｝恥一

｝・皿一

1

Pregnallcy＊

×
×
×
×

×
×
×

○
○

Captured　spot

Iijilna

Iijima

Illa

Ina

Ina

KOmagane
MatSukawa
Iilhna

ha
Ina

Iilima

hla

Ina

Ina

1985年9月29日受付
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57SE17

57SE29

57SE35

57SE41

58SE23

58SE68

57SE20

58SE07

57SE48

57SE13

58SE.33

57SE44

57SE42

57SE28

57SE15

57SE25

57SE47

57SEIO

57SE23

57SE40

57SE03

57SE38

57SE04

57SE50

57SE14

57SE21

58SE55

58SE08

58SE05

57SE49

58SE02

57SE06

57SE32

57SEOI

58SE46

57SE22

57SE34

57SE43

57SE30

57SE08

57SE18

57SE19

57SE31

57SE37

M
F

M
F
F

M
M
M
F

F
F

M
F
F

M
F
F

M
F

F
F
F
F

F
F
F

M
F
F

F

M
M
M
F

M
M
F

M
F
F

M
F
F
F

36. 7

32. 3

37. 1

46. 5

33. 9

34. 7

35. 0

42. 8

31. 0

43. 2

40. 8

35. 7

35. 1

48. 4

40. 6

38. 8

43. 2

32. 0

45. 2

39. 9

45. 1

39. 3

39. 9

38. 6

39. 9

44. 9

44. 6

37. 2

39. 2

37. 0

34. 7

34. 4

4L 3

35. 3

37. 1

33. 8

44. 2

31. 2

46. 2

43. 2

34. 4

41. 5

48. 8

36. 3

3yr. 7-8mo.
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1, 05

1. 05
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1. e3

1. 02

1. 00
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O. 98

O. 96

O. 96

O. 95

O. 95

O. 92

e. go
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O. 88

O. 88

O. 88
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O. 80

O. 75
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O. 73

O. 68

O. 68

e. 6o

O. 57

O. 55

O. 53

O. 53

O. 50
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O. 46
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O. 26

O. 13

(cm)

×

o
×

×

×

o

o
o

×

o

×

O
o
o
o
o
o
o

×

×

o

×

o

o
×

o
o
o

* ×: non-pregnancy, O : pregnancy
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Ina
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Ina

Ina

Komagane
Komagane
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Ina

Ina

Matsukawa
Iijima

Ina

Ina

Iijima

Ina

Iijima

Matsukawa
Ina

Ina

Matsukawa
Ina

Ina

Matsukawa
Ina

Iijima

Ina

Iijima

Iijima

Ina

Ina

Komagane
Ina

Iijima

Ina

Ina

Ina

Ina
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　骨格の調査研究に当っては，加藤5）（1979），Nickelら11）（1977）やGetty2）（1975）　の

家畜解剖書のウシ，ヒツジ，ヤギ等の反鯛類家畜についての記述を基礎事項として，家畜解

剖学用語3），〔Nomina　Anatomica　Veterillar呈a　JapQnica〕（1981）に準拠して行なった。

さらに，Schmaltz13）（1929），　Zietzschmannら14）（EIIenberger＆Baum　1943），　May9）

（1970）や加藤4）（1951）の家畜解剖書の記述も参考とし，当教室のウシ，ヤギ，ヒンジ，ブ

タ，ウマおよびイヌの骨格標本との比較も行なった。

　骨の計測は，ノギスと物差を使用し，Driesch1）（1976）の反胃類家密の骨格計測を基準

として行ならた。なお，Figs．1－36に示したニホンカモシカの頭蓋はFigs，1，34－36は57sE

25，Figs，2－4，9は58SEO5，　Fig．5は58SE55，　Fig．6は57SEO8，　Fig．7は57SEO3，　Fig．8

は57SE44，　Figs．10－13，16－31は58SE23，　Figs．14，15，32，33は57SE26の個体を用い

た。

結果および考察

　家畜解剖学では，頭蓋を頭蓋骨と顔面骨に分けているので，それに従って分類した。頭蓋

骨Ossa　cran量i（発生学的には神経頭蓋Neurocraniumを主要構成とする），と顔面骨Ossa

faciei（発生学的には内臓頭蓋Vicerocraniumを主要溝成とする）を下に分類して示す。

比較解剖学では鼻骨，涙骨，腹下甲介骨は神経頭蓋に属している。また，翼状骨や鋤骨を顔

面骨に入れている家畜解剖書もある。

頭　　蓋　　屑卜　Ossa　cranii

　　後頭骨Os　occipitaie

　　頭頂間骨Os　interparietale

　　底蝶形骨Os　basisphelloidale

　　肩冠蝶ヲi多’樗ヂ　Os　presphenoidale

　　翼状骨Os　pterygoideum

　　側頭骨Os　temporale
　　頭頂骨Os　parietale

　　前頭骨Os　frontale
　　倉穣　　　　　’骨　　Os　eもhrnGidale

　　鋤　　　骨　Vomer

顔面骨Ossa　faciei
　　鼻　　骨Os　nasale

　　涙骨Os　lacrimale
　　上　顎　骨　Maxilla

　　腹鼻甲介骨　Os　collchae　nasalis

　　　　　　　　　　　　　　ventralis

　　切歯骨Os　illcisivum
　　口　　蓋　　’胃’　Os　palatinu1鷺

　　頬骨Os　zygomaticum
　　下顎骨Mandibula
　　舌骨Os　hyQideum

　上記の中で頭頂間骨は成体では後頭骨や頭頂骨と癒合するため，不明確となる。また，後

頭骨，頭頂間骨，底蝶形骨，．前蝶形骨，鋤骨は1個（不骸骨），他の骨は2個（左右に各1

個）からなっている。ニホンカモシカ（以下カモシカ）でも上記のように分類できた。

　カモシカの頭蓋の各部の計測の結果をTable　2．に示した。なお，計測には切歯がすべて

換歯した成獣を用いた。

　カモシカの頭蓋の形態は，外観的にはヤギやヒツジの頭蓋に類似していた。カモシカの頭

蓋では，町角のヤギやヒツジのものに比べると，比較的小形の角（骨格としては前頭骨の角

突起）が雌雄ともに存在していた。

　頭蓋の骨の外板（Lami簸a　externa），板間層（Diploe），内官（Lamina　interna）の中で
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Table　2．　Measurelnents　of　cranium　ln　adult　Japanese　serows（mln）

Bone

C．ranium

●
　
．
　
9
　
．
　
。
　
・
　
9
　
●
　
●
　
…

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
113．
14．

15．

16．

17．

18，

19．

20，

21．

22．

Profile　length

Basal　length

Premolare・Prosthioll

Viscerocranium　length

Median　f1’ontal　lengとh

Greatest　length　of　the　llasals

Dental　length

Latera五Iength　of　the　prelnaxilla

Length　of　the　cheektooth　row

Greatest　lnastoid　breadth

Greatest　breadth　of　tlle　occipital　condyles

Greatest　breadth　at　the　bases　of　the　paraocc玉・

Pital　Processes（processus　paracondylarjs）

Greatest　breadth　of　the　foramen　magnum

Height　of　the　foralllen　lnagllum

Least　breadth　of　parietal＊

Greatest　breadth　between　the　lateral　borders

of　tlle　horncore　bases

Greatest　neurQcraniuln　breadth

Greatest　breadth　across　the　orbits

Greatest　breadth　across　the　premaxi11ae

Greatest（oro・abora1）diameter　of　the　horncore

base

Least（1atero・lnedia1）dialneter　of　the　horncore

base

Greatest　breadth　across　the　zygomatic　arcll

Mandible

コ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ー
2
3
’
4
5
6
7

Length　frOm　the　allg正e

Length　of　the　cheektootll　row

Length　of　the　diastelna

Aboral　height　of　the　vertical　ramus

Middle　height　of　the　vertical　ramus

Oral　height　of　the　verticai　ralnus

Height　of　the　lnandible　behind　M3

Male

Mean±：S．　E．

229．05±1．89（11）

204．29±1．86（12）

　59．68±0．62（13）

111，93＝ヒ0．80（13）

132．13±0．92（11）

　67．03±0，88（13）

122．08±1，06（13）

62．50±0．81（工3）

70．22±1．12（13）

67．32±0．63（11）

43，75±0．49（13）

60．55±0，55（13）

22．02±0．33（13）

19．工3＝ヒ0，24（13）

28．25±0．94（11）

69。76＝ヒ0．61（10）

63．40±0．61（11）

99．36±0．85（　9）

36．98±0．53（13）

22．63±0．40（10）

　22．07±0．3玉（10）

101。60±0，87（12）

177．38±1．31（13）

74．56±1，38（13）

42．99±0．62（13）

70，21±1．07（12）

65．23±0．96（12）

92．41±1．36（12）

31．23±0．57（13）

Female

Mean±S．　E．

228．25±1．28（22）

．205．19±0．96（26）

　61．58±0．61（26）

113．i8±0．97（26）

133．31±0．56（24）

　62，73±1．09（26）

125．53±0．70（26）

　63，24±0．53（26）

　71．36±0．61（26）

　68．52＝ヒ0．21（23）

　43．56＝ヒ0．36（26）

60．48±：0．41（23）

21．91ゴ＝0．19（24）

18，78±0．21（24）

25，69±0，57（25）

69．88±0，69（19）

63．49±0．33（25）

99．81±0．62（23）

37．34＝ヒ0，64（23）

22．38±0．40（19）

　23，玉0±0聾51（19）

102．42±0．57（26）

179．62±0，82（26）

75．96±0．58（26）

42．94±0，56（26）

71，18＝ヒ0．63（21）

66．17±0．67（21）

92，85±0。94（21）

32，93±0，41（26）

＊　Significant　di’fferences　between　both　sexes：P＜0，05， （）：case

カモシカでは板間層が非常に薄く，これに比べて，ヤギでは板千千の厚い部位が多かった。

このため頭蓋背壁をとり除いた場合，側頭骨鱗部（Pars　squamosa）後方から後頭骨にかけ

ての骨の厚さは，カモシカでは非常に薄く，ヤギやヒツジではかなり厚くなっていた。
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　土本ら12）（1982）はカモシカの頭蓋を計測形態学的に調査研究し，成獣雄では基底顔面軸

長，後頭骨高，角突起長に，雌では切歯骨長，上顎並びに下顎の歯潜心にそれぞれ有意の差

があり，雌雄鑑別が可能であると報告している。筆者らも土本らの報告について追試中であ

るが，今回はカモシカの頭蓋の解剖学的特徴と解剖図譜の完成を主目的として研究を行なっ

た。

　今回の解剖学的研究では，カモシカの頭蓋の外観からは明確な雌雄差は殆んど認められな

かった。しかし，詳細に観察すれば，後頭骨項稜などで雌雄差と考えられる特徴を認めるこ

とができそうである。

1　　　翌頁　　　　蓋　　c罫a皿iuln

　1　頭蓋の背面（Fig．2）

　カモシカの頭蓋の背面は，後頭骨後頭鱗（頭頂部），頭頂骨，前頭骨，鼻骨および切歯骨

からなっていた。頭頂間骨は後頭骨や頭頂骨と癒合しているため，成体には存在しなかった。

　背面で，カモシカとヤギやヒツジとの明確な差違が認められたのは，後頭骨，頭頂骨，前

頭骨，鼻骨および切歯骨であった。カモシカの頭蓋はウシのように前頭骨の著しい発達によ

って，頭頂骨が頭蓋後壁に位置するようなことはなかった。

　家畜の頭蓋の方向についての著者の意見：従来の家畜解剖学では骨を死後のものとして観

察しているため，頭蓋の背面という用語が用いられ，講義または説明上便利である。従って，

ウシの頭蓋の背面の大部分は前頭骨で占められていると説明されてきた。しかし，生きてい

る家畜を観察してみると，従来，骨として平面に置かれた頭蓋の位置は45Qまでくらいの範

囲で移動するので，ウシは勿論，カモシカ，ヤギ，ヒツジなどの前頭骨は前面を向き，記し

く前頭部を占める前頭骨となり，頭頂骨は頭頂部を，後頭骨は後頭部に位置していて名称に

ふさわしいことになる。すなわち，家畜（動物）によっては，背面を前面という用語に変え

た方が合理的ではなかろうか。Getty2）（1975）の家畜論議書はウシではfrolltal　Surface

（前面），ウマではdors段1e　or　frontal　surface（背面または前面）と記している。

　カモシカの後頭鱗（頭頂部）の範囲はヤギと同じ程度で，ヒツジのものより狭かった。カ

モシカの後頭骨外後頭隆起の頂点であるイニオン111io11附近の形は雌で広く，雄でやや狭

い傾向を認めた。

　カモシカの頭頂骨は頭の背部（前面の上部）の中央よりやや後方の広い範囲であった。ヤ

ギやヒツジの頭頂骨の範囲はカモシカのものより狭かった。頭頂骨の最前部は，ヤギはカモ

シカと同じく，頭蓋の背面（前面）中央よりやや後から，最後部はカモシカのものよりも前

位置で終り，ヒツジの頭頂骨の位置はカモシカやヤギに比べて，はるかに背面後位（前面の

頭頂部）よりに位置していた。カモシカの側頭線（Linea　telnporalis）はヤギのものほど明

瞭ではないが，存在していた。カモシカの左右の側頭線の幅はヤギ（狭）とヒツジ（広）の

中間であった。カモシカの成体の頭頂骨で矢状縫合（Sutura　sagittalis）のものが，2例

（約5％）認められた。

　カモシカの頭蓋の最大幅は，頬骨弓（Arcus　zygomaticus）から眼窩下縁（Margo　in・

fraorbitalis）にかけての左右の両端間の距離であった。ヤギでは眼；窩下縁間の距離，ヒツジ
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では眼窩後縁の前頭骨頬骨突起（Processus　zygomaticus）の両端間の距離が頭蓋での最大

幅であった。

　カモシカの角突起（Processus　cornualis）は，前頭骨の後外側に位置し，円錐形で，雌

雄ともに存在していた。カモシカにはウシの左右の角突起の間に存在する角間隆起（Pro・

tuberantia　intercornualis）は認められなかった。左右の角突起内側間の距離はカモシカ

とヤギでは3cm，ヒツジでは4，5Cln程度であり，カモシカやヤギに比べて，ヒツジの角突起

は頭蓋の外側に位置していることが判る。

　眼窩上孔（Foramen　supraorbitale）の位置は，眼窩上縁からカモシカとヒツジで1．5cm，

ヤギで2．5cmであった。カモシカでは眼窩上孔の前位の眼窩上溝（Sulcus　supraorbitalis）

の中に小忌が存在していた。また，カモシカではヤギやヒツジよりも眼窩上溝が明瞭に存在

していた。

　カモシカの前頭涙骨縫合（Sutura　frolltolacrimalis）はヤギと同様にジグザグ状であり，

ヒツジのものは線状であった。その長さはカモシカとヒツジで約4cm，ヤギでは3cmく

らいであった。

・モシ・の購は6－6・5・mくら・・◎ヤギやヒツジ砒べて唾腺帳さであ・た。

カモシカの鼻骨の先端がウシのもののように二叉に分わていて，鼻骨切痕（Nickelら11）19

77は内側の突起にProc．　rostr乱1is　media1童s・内側前突起と外側の突起にProc．　rostralis

lateralis・外側前突起という用語を用いている）となっているものが約30％の個体で認めら

れた。

カモシカの前頭鼻骨縫合（Sutura　frontonasalis）々ま縫合が緩く，成体のものでも離れやす

かったが，これに比べて，ヤギ，ヒツジ，ウシでは比較的強固な縫合であった。上記縫合の

状態は3種の動物で異なっていた。

　カモシカの鼻骨と上顎骨と涙骨との間の間隙には，反跳類家畜と同様に，鼻上顎裂（Fis－

sura皿asomaxillaris）や鼻涙裂（F呈ssura　nasolacrimalis）〔従来は泉門FonticuHとされ

ていた部位〕が存在していた。

　2　頭蓋の側面（Figs．1，6）

　カモシカの頭蓋の側面は，前頭骨の角突起を頂点とする三角形で，ヤギのものに類似して

いたが，ヤギの方がカモシカよりも頂点の位置が高かった。ヒツジの頭蓋では，頭頂部から

前方への傾斜が小さく，鼻骨は少し隆起しているので，前頭骨と鼻骨の上端の線は水平に近

い状態であった。

　側面で，カモシカとヤギやヒツジとの明確な差違は，切歯骨，上顎骨，涙骨，頬骨，側頭

骨，後頭骨，眼窩および武骨間の縫合状態で認められた。

　カモシカの切歯骨はヤギやヒツジのものより小形で，上顎切歯骨縫合（Sutura　maxillo－

incisiva）の長さは，カモシカで約4cm，ヒツジで5，5cm，ヤギで5．5～6．　Ocmであった。

カモシカの切歯骨は反白山家畜と同様に鼻骨と縫合していなかった。

　上顎骨の顔結節（Tuber　faciale）はヒツジでは結節状によく発達し，カモシカとヤギで

は隆起状であった。

　カモシカの涙骨上顎縫合（Sutura　lacrimomaxillaris）は，前端部でヤギやヒツジに類

似し，腹位ではヤギやヒツジに比べて最も長かった。
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　カモシカの頬骨上顎縫合（Sutura　zygomaticomaxillaris）はヤギやヒツジよりもジグザ

グの程度が甚しかった。

　カモシカの涙骨頬骨縫合（Sutura　lacrimozygomatica）は約2cmで，ヤギ（約2．5～3．5

cm）に比べて短かかった。

　カモシカの眼窩（Orbita）が頭蓋の中で占める位置はヒツジのものより三位にあり，ヤギ

とほぼ同じ位置にあった。眼窩口（Aditus　orbi七ae）は，カモシカ，ヤギ，ヒツジともにほ

ぼ円形であり，頭蓋の大きさに比べると，ヒツジが最も大きくて，直径で約4cm，カモシカ

とヤギでは約3．5cmであった。眼窩下縁（Margo　infraorbitalis）はカモシカのものに比べ

て，ヤギやヒツジでは前外方への突出が著しかった。このため，ヤギの頬骨外面は深く内等

方に凹んでいて，”外頬骨窩”（Fossa　zygolnaticus　extenla）という用語を使用してよい程

であり，一方，カモシカでは上記のように凹んでいず，ヒツジはカモシカとヤギの中間の程

度の凹であった。

　カモシカの外涙窩（Fossa　lacrimalis　extema）は眼窩下腺（Glandula　infraorbitalis）

を納める部位で，涙骨外面で大きく凹んでいた。ヒツジにも外肝胆は存在していたが，カモ

シカの外下窩が涙骨だけで形成されているのに対し，ヒツジでは涙骨腹部と頬骨背部から形

成されていた。ヤギやウシには外涙窩は存在しなかった。

　カモシカの眼窩下孔（Foramen　infraorbitale）は上顎第1前臼歯P1の上方に位置し，孔

はヤギやヒツジのものより小さかった。この孔はヤギやヒツジでは上顎第2前臼歯P2の上

方に存在していた（上記の前臼歯の番号は比較解剖学的ではなく，反劉類の実用解剖学的順

番を記してある）。

　眼窩後縁後端と頬骨弓との交点の角度は，カモシカとヤギで60。くらい，ヒツジで45。程度

であり，カモシカの幼若のものほど90。に近い状態であった。

　側頭骨の頬骨突起（Processus　zygomaticus）と岩様部（Pars　petrosa）はともに，カモ

シカが最も小さく，ヒツジ，ヤギの順に大きかった。

　カモシカの外耳孔（Porus　acusticus　externus）は，ヤギと同様に外側（真横）に開口し

ていたが，ヤギの方が孔がはるかに大きかった。ヒツジではやや前外側に，ウシでは前外側

下方に向って開口していた。

　カモシカの後頭骨顯労突起（Processus　paracondylaris）は，外側からみると，頂点を下

に向けた鋭角三角形，ヒツジやヤギではコンマ状に近い形で，コンマの先端はやや前内側を

向き，ヤギのものは大きくよく発達し，ウシのものは太く，内側腹方に嘗胆していた（後頭

骨穎悟突起は従来，多くの家密解剖書で後頭骨頸静脈突起とされていた部位である）。

　3　頭蓋底（Figs．3，8，9）

　カモシカの頭蓋底は，外頭蓋底（Basis　crallii　externa）と内頭蓋底（Basis　cranii　inter－

na）に分けられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　①　外頭蓋底

　外頭蓋底は，頭蓋腔底部，後鼻孔部，口蓋部の3部を区別する。

　　a　頭蓋腔底部

　家畜解剖用語3）（N．A．　V．　J，）やNicke1ら11）では，反鯛類家畜には破裂孔，（Foramen

Iacerum）はなくて，蝶鼓室裂（Fissura　sphenotympanica），錐体後頭裂（Fissura
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petrooccipitalis）や鼓室後頭裂（Fissura　tympallooccipitalis）が存在するとなっている

が，カモシカには破裂孔が存在していた。

　カモシカの破裂孔は底蝶形骨，後頭骨底部　（Pars　basiiaris）　と側頭骨鼓室部　（Pars

tympan呈ca）の問に，縦長い腔所が存在し，後部では頸静脈孔（Foramell　jugulare）と

共通の孔となっていたが，前部では卵円孔（Foramen　ovale）とは隔離されていた。ブタや

ウマの破裂孔は頸静脈孔や卵円孔と共通の腔所を形成している。

　カモシカの卵円孔は反傷類家畜と同様に，眼窩正円孔（Foramen　orbitorotunduln）の

後高で，蝶形骨の翼に存在していた。カモシカの卵円孔は前後に細長い楕円形，ヒツジやヤ

ギのものはほぼ円形であった。

　カモシカの側頭骨鼓室胞（Bulla　tympanica）は小形で多数の小突起が存在していたが，

ヤギ，ヒツジ，ウシのものは大形で，丸味を帯びていた。

　カモシカの後頭骨底部の筋結節（Tuberculum　musculare）は前部と後部に各1対存在

していた。すなわち，後頭顯に接近して1対と，さらに，その前方の底蝶形骨に近い部位に

1対の合計4個あった。ヤギのものもカモシカに類似していた。ヒツジとウシでは筋結節は

前方にあるよく発達した1対だけであった。カモシカの頭長筋は前部のものに附着していた。

　カモシカの後頭骨後頭穎（Condylus　occipitalis）はヒツジのものより小さく，ヤギのも

のが3種の動物中で最も大形であった。

　カモシカの山骨孔（Foramen　ethmoidale）の眼窩内の位置はヤギと同程度で，ヒツジの

ものより低かった。

　カモシカの眼窩上孔（Foramell　supraorbitaie）の眼窩内での開口部は，眼窩縁に近い部

位で，ヤギやヒツジに比べて，外側に位置していた。

　　b　後鼻孔部

　カモシカの後鼻孔（Choanae）はブタのものに比べて非常に狭く，反彿類家畜の特徴と同

じ形態をしていた。

　しかし，カモシカの口蓋骨垂直板（Lamina　perpelldicularis）の腹部（下方）と底蝶形

骨翼状突起（Processus　pterygoideus）の腹部が，ヤギやヒツジの場合より，やや外側に

開いていた。

　　c　口蓋部

　カモシカの口蓋減水平板（Lamina　llorizontalisMま，ヤギと同程度の長さであり，ヒツ

ジは両者よりやや短かかった。

　口蓋上顎縫合（Sutura　palatomaxillaris）の部位に，大口蓋孔（Foramen　palatinum

majus）が左右1対あり，その位置は第1後臼歯M1と第2後臼歯M2の境界部の口蓋に位置

していた。この部位はヤギでは第2後臼歯M2と第3後臼歯M3との境界部に，ヒツジでは第

3後臼歯M3の前葉の部位であった。ウシのものは口蓋骨水平板上の上顎第2後臼歯M2と第

3後臼歯M3の境界部に位置していた。

　また，カモシカには小口蓋孔（Foramina　palatina　lnillora）が左右1対存在していた。

その位置は大口蓋孔より，後方の口蓋骨水平板上にあった。

　口蓋上顎縫合の形は，口蓋骨から上顎骨に向って，カモシカは蕊形，ヤギA形，ヒツジは

両者の中間形と差違を認めた。
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　カモシカやヒツジの上顎骨口蓋突起（Processus　palatin．us）と口蓋骨面平板は，やや直

方に凹んでいたが，ヤギでは正中線部において，カモシカのものより，さらに深く凹んでいた。

　カモシカの上顎骨前山の両端の幅はヒツジと同程度で，ヤギでは前2者に比べて狭くなっ

ていた。

　切歯骨口蓋突起（Processus　palatinus）はカモシカが最も短く，ヤギが最も長く，ヒツジ

は両者の中間であった。

　②　内頭蓋底

　内頭蓋底は，前頭蓋窩（Fossa　crallii　rostralis），中頭蓋窩（Fossa　cranii　media），後頭

蓋窩（Fossa　cranii　caudalis）に分けられる。

　前頭蓋窩は前蝶形骨の頭蓋二面を主体とする部位である。カモシカの二巴窩（Fossae　eth・

mddales）はヤギやヒツジのものより浅く，左右の門門窩の閲の鶏冠（Crista　galli）は，カ

モシカでは細くて板状，ヤギやヒツジでは太くて柱状であった。飾骨窩の大きさは3種の動

物間であまり差違はみられなかった。

　中頭蓋窩は，底蝶形骨を主体とする頭蓋腔の部位である。視神経の交叉する交叉溝（Suレ

cus　chiasmatis）の範囲は，カモシカでは狭く，ヤギやヒツジでは横に広かった。

　交叉溝から後方のトルコ鞍（Sella　turcica）への傾斜の程度は，カモシカがゆるやかなる

に対し，ヤギではほぼ直角に傾斜していた。カモシカのトルコ鞍の範囲はヤギよりやや広か

った。

　カモシカの下垂体窩（Fossa　hypophysialis）は：丸い凹みで，鞍背（Dorsum　se1互ae）も小

突起状であった。一方，ヤギの鞍背はカモシカに比べて板状に大きくよく発達しているため，

ヤギのトルコ鞍は深く位置しているような様想を呈していた。

　カモシカの卵円孔は106頁に記した。

　後頭蓋窩では，カモシカの斜子（Clivus）は前後の2部位に分れていたが，その区分は浅

かった。この賢台の前の凹みは橋（Pons）を，後の凹みは延髄を入れる部位である。

　4　頭蓋の後面（Fig，4）

　カモシカの頭蓋の後面は，ヤギやヒツジと同様に，後頭骨で占められていた。ウシの後面

は，頭頂骨，頭頂間骨および後頭骨の癒合したもので占められていた。

　カモシカの頭蓋後面は，結局，後頭骨に相当し，後頭鱗，外側部（有対）および底部の3部

に分けられる。カモシカやヒツジの後頭骨に比べて，ヤギのものは，はるかに大形であった。

　①後頭鱗Squama　occipitalis

　カモシカ，ヤギ，ヒツジとも後頭鱗がよく発達し，カモシカとヤギでは後頭鱗頭頂部が頭

頂骨に向って突出し，ラムダ縫合（Sutura　lambdoidea）をしていた。ヒツジの若齢のもの

では，後頭・頭頂骨縫合はラムダ縫合（鋸状縫合）でなく，線状の縫合であったが，成体の

ものでは上記縫合は不明瞭であった。ウシでは出生後，頭頂問骨は後頭鱗と癒合し，ラムダ

縫合によって，外側部と分かれていた。

　カモシカの外後頭隆起（Protuberalltia　occipitalis　externa）はヤギやヒツジのもの程，

結節の状態が大きく発達していなかった。一方，カモシカの外後頭稜（Crista　occipitalis

externa）はヤギやヒツジのものに比べて，鮮明な稜線を形成していた。

　②　外側部Pars　lateralis
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　カモシカやヒツジの外側部は，ヤギのものに比べて小さく，ヤギでは下方がとくに大きく

なっていた。

　カモシカの後頭穎（Condylus　occipitaiis）の大きさは，ヒツジと同じ程度で，　ヤギのも

のは関節面で，カモシカの約3倍くらい大きかった。しかし，大孔（Foramen　magnum）

の大きさは，カモシカで約2Cmくらいで，ヒツジやヤギのものと同程度であり，脊髄の大

きさは3種の動物とも同じ程度であるわけである。

　穎労突起（旧・頸静脈突起）は頭蓋の側面の項105頁に記述してある。

　カモシカやヒツジの背穎窩（Fossa　colldy玉aris　dorsalis）は明らかに存在し，ヤギでは不

明瞭であった。また，カモシカの背射乳に，左右ともに小孔の存在する個体が多かった。

　カモシカの乳突孔（Foramen　mastoideum）は明瞭に存在するものと，不明瞭なものが

あった。ヤギやヒツジでは乳突孔は明白に存在していた。

　③底部Pars　basilaris

　カモシカの後面の底部は，後頭骨底部に当る。カモシカやヒツジの底部は，外側部と同様

に小さく，ヤギでは大形であった。

　カモシカの腹晶晶（Fossa　condylaris　velltralis）の大きさはヒツジと同程度であり，ヤ

ギのものは3倍くらい大きかった。

　カモシカとヤギの筋結節は前位と後位にそれぞれ1対存在し，前位のものは後頭骨と底蝶

形骨の境界部の後頭骨の腹面にあり，後位のものは後頭顯の直前の部位にあった。カモシカ

の筋結節は雌のものの方が雄のものより多少ともよく発達している傾向を認めた。ウシのも

のは1対で大きくよく発達し，左右の筋結節はカモシカなどに比べて，非常に接近して存在し

ていた。なお，カモシカとヤギの等長筋（M，longus　capitis）は前平の筋結節に附着していた。

∬　頭蓋骨　Ossa　cra魏ii

　1　後頭骨Os　occipitale（Figs．2，4，6，9，　10－13）

　Figs．2，4，6，9，10－13に示したように後頭骨では，後頭鱗，穎労突起，大孔，筋結節，

後頭顯，舌下神経管，背臨窩，腹顎窩，外後頭隆起，外後頭稜，項稜，顯管，横洞溝，外側

部，乳突縁，頭頂縁，内後頭稜および虫圧痕の各部位を確認した。

　大孔　Foramen　magnum（Figs．3，4，9－11）

　カモシカの大孔の大きさは，2cmくらいで，ヤギやヒツジと同じ程度であった。大孔の

形は角のとれた四角形，楕円形，三角形，半円形と種々であった。

　項稜　　Crista　nuchae　（Figs．4，　ユ0）

　カモシカの項稜は，ウシのような線状（項線Lillea　nuchae）ではなく，明らかな稜状でそ

の上に項靱帯付着のための凹みがあった。ヤギやヒツジでは結節状で，後方に突出していた。

　外後頭隆起　Protuberantia　occipitalis　exte坦a（Figs，4，10）

　カモシカ㊧外後頭隆起は，外後頭稜の頂上にあたる部位でその頂点であるイニオンInion

も存在していた。カモシカのものは項稜よりも隆起し，ヤギやヒツジのものは項稜より凹ん

でいた。

　外後頭稜　Crista　occipitalis　externa　（Figs．4，10）
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　カモシカの外後頭稜は，後頭の後面の正中線で鮮明な稜線として存在していたが，ヤギや

ヒツジのものは発達が悪かった。

　後頭穎　Condylus　occipitalis　（Figs．4，6，9，10，13）

　後頭穎は稜により背部（後方）と腹部（前方）に分かれている。背部はカモシカ，ヒツジ，

ウシでは背外側から腹内側に傾斜した紡錘形であったが，ヤギのものはカモシカに比べて非

常に大きく（面積で3倍），不正直角三角形であった。腹部は，ウシでは背部よりさらに広

い関節面で，前端が両側で隆起していた。カモシカでも多少ともこの傾向が認められた。腹

部もカモシカやヒツジのものに比べて，ヤギのものは2～3倍くらい大きかった。

　顯労突起　Processus　paracondylaris　（Figs．1，4，6，10，13）

　外側からみるとカモシカの顯労突起は先端（下端）を頂点とした鋭角三角形であった。詳

しくは105頁に記述してある。

　筋結節　Tuberculum　musculare（Figs．3，13）

　筋結節については，頭蓋底（106頁）や頭蓋の後面（108頁）に記述してある。

　カモシカの後頭鱗の内面（界面）に，小脳テント付着のためのテント稜（Crista　tentorica）

が存在していた。

　2　　聾頁頂閥畳　Os　iRもerparietale

　カモシカの幼齢のものについて調査したが，後頭骨や頭頂骨との区分はできなかった。

　3　底蝶形骨Os　basisphenoidale（Figs，3，5，6，8，9，11－13）

　Figs・3，5，6，8，9，11－13に示したように底蝶形骨では，体，トルコ鞍，下垂体窩，鞍背，

翼，大脳面，梨状葉窩，卵円孔，眼および上顎神経溝，翼状突起および翼突稜を確認した。

　翼　Ala　（Figs．12，13）

　カモシカの底蝶形骨翼はほぼ外側（真横）に突出していたが，ヤギやヒツジでは背外側へ

大きく突出していた。

　底蝶形骨については，内頭蓋底（107頁）に記述してある。

　4　前蝶形骨Os　p劉esphem童dale（Figs．5，6，8，14，15）

　Figs・5，6，8，14，15に示したように前蝶形骨では，体，蝶形骨隆起，交叉溝，翼および

視神経管の各部位を確認した。

　交叉溝　Sulcus　ch量asmatis　（Figs．8，14）

　視神経の交叉する交叉溝の範囲は，カモシカで最も狭く，ヤギやヒツジでは横広かった。

　視神経管　Canalis　opticus（Figs，6，15）

　カモシカの視神経管はヤギやヒツジのものと同程度の大きさであった。

　5　翼状骨Os　pterygoideum（Figs．3，5，6，9，31）

　Figs．3，5，6，9，31に示したように翼状骨では，翼突切痕および翼突鈎を確認した。

　カモシカの翼状骨は細長く，ヒツジは多少幅広く，ヤギではさらに広い板状であった。

　カモシカとヒツジの翼突鈎（Halnulus　pterygoideus）は，明瞭な鈎状を呈し，やや後方

に向かっており，ヤギでは鋭く後腹方に向かって突出していた。

　翼突切痕（lncisura　pterygo量dea）は，翼状骨，底蝶形骨翼状突起，口蓋骨錐体突起

（Processus　pyramidalis）によって形成され，カモシカやヤギでは深く，ヒツジでは非常

に浅かった。
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　6　側頭骨Os　temporale（Figs．1，3－6，16，17）

　Figs．1，3－6，16，17に示したように側頭骨では，岩様部，乳様突起，顔面神経管，内耳孔，

茎状突起，茎乳突孔，鼓室部，外耳孔，筋突起，鼓室胞，鱗部，頭頂縁，後頭突起，蝶形骨

縁，側頭稜，頬骨突起，側頭窩，関節結節，関節後突起および関節後孔の各部位を確認した。

　カモシカの側頭骨は反骨類家畜と同様に，岩様部，鼓室部および鱗部の3部に分かれてい

た。

　①二様部Pars　petrosa
　カモシカの岩二部は，ヤギに比べると非常に小さく，ヒツジよりやや大きい程度であった。

　乳様突起　Processus　mastoideus　（Fig．16）

　カモシカやヒツジの乳様突起は小形であり，ヤギのものは大きかった。この大きさの割合

は，3種の動物の後頭穎（108，109頁）の大きさに比例していた。

　錐体内側面　Facies　medialis　partis　petrosae　（Fig．17）

　内耳孔（Porus　acusticus　inter11us）や顔面神経管（Canalis　facialis）の存在する錐体内

側面はカモシカでは，ヤギより小さく，ヒツジよりやや大きかった。

　②鼓室部Pars　tympanica（Figs．1，6，16）

　外耳孔　Porus　acusticus　exte「nus　（Figs’1，6，16）

　外耳孔は105頁に記述してある。

　鼓室胞　Bulla　tympanica　（Fig，16）

　カモシカの鼓室胞は小さくて，多数の凹凸が存在していたが，ヒツジやヤギのものは丸く

て大きく，とくにヤギのものは大形であった。

　③黒部Pars　squamosa（Figs．1，16）

　カモシカの鱗部は外耳孔の上部にあり，頭頂骨の腹位（下端）に存在していたが，ヤギや

ヒツジのものと同程度の大きさであった。

　側頭稜　Crista　temporalis　（Figs．1，16）

　カモシカの側頭稜は，側頭線より連続し，側頭骨乳様突起を経て側頭骨頬骨突起に至る稜

であった。カモシカとヒツジのものは同程度の大きさであり，ヤギでは明瞭で大きかった。

　頬骨突起　Processus　zygomaticus（Figs．1，16，17）

　カモシカの頬骨突起の大きさは，ヒツジやヤギのものより少し小さく，とくに，ヤギでは

その先端は眼窩内に到達していた。カモシカでも，ヒツジやヤギと同様に，頬骨突起の基部

に側頭道（Meatus　temporalis）に通じる副孔が存在していた。この穴はカモシカ，ヤギ，

ウシでは1～2個，ヒツジで1個存在していた。

　側頭窩　Fossa　temporalis（Figs，1，3）

　カモシカの側頭窩は，ヒツジやヤギのものと同じ大きさであった。

　下顎窩　Fossa　mandibularis

　カモシカやヒツジの下顎窩はやや不明瞭であったが，ヤギには細長い明瞭な凹みが存在し

ていた。

　関節後突起　Processus　retroarticularis　（Fig．16）

　カモシカとヒツジの関節後突起は同じくらいの大きさであり，ヤギのものは多少大形であ
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った。

　関節後孔　Foramen　retrOartiCUIare

　カモシカ，ヒツジ，ヤギで関節後突起の外側に側頭道に通じる比較的大形の関節後孔が存

在していた。

　7　　頭頂骨Os　parietale　（Figs，2，　4，　18，　19）

　Figs・2，4，18，19に示したように頭頂骨では，内面，外面，後頭縁，鱗縁，前頭縁，頭頂

平面，側頭平面，側頭線および背矢状洞溝の各部位を確認した。

　カモシカの頭頂骨の背部については，103頁に記述してある。

　カモシカの頭頂骨内面（Facies　interlla）の背矢状洞溝（Sulcus　sillus　sagittalis　dorsalls）

は，僅かであるが凹み（溝）として認められたが，ヤギでは不明瞭であった。

　8　前頭骨08frontale（Figs．1，2，4－6，8，20，21）

　Figs．1，2，4－6，8，20，21に示したように前頭骨では，眼窩上縁，眼窩上孔，眼窩上管，

眼窩上溝，飾骨切痕，鼻骨縁，頭頂縁，頬骨突起，矢状縁，角突起，角突起冠角突年半，

限窩側頭稜，眼窩面，滑車窩，飾骨孔，前頭洞および前頭洞中隔の各部位を確認した。

　カモシカの前頭骨の背面（前面）正中線での長さは約7．5cm，ヤギでは8。　Ocm，ヒツジで

は9・0～9・5cmであった。頭蓋背面（前面）では，カモシカとヤギの前頭骨の方が，頭頂部

の前位で頭頂骨と縫合するのに対し，ヒツジでは頭頂部の中位で頭頂骨と縫合するので，ヒ

ツジの前頭骨は頭蓋の比較的後方にまで存在していた。

　カモシカの前頭骨の各部位の特徴については，頭蓋の背面の前頭骨の項103，104頁に記述

してある。

　カモシカの前頭鼻骨縫合の特徴については，鼻骨1！2頁に記述してある。また，カモシカ

の口蓋上顎縫合の特徴についても，頭蓋底の口蓋部106頁に記述してある。

　9　　飾骨　Os　ethmoidale　（Figs．5，　14，　15）

　Figs．5，14，15に示したように飾骨では，飾板，鶏冠，垂直板，飾骨迷路，背鼻甲介およ

び中鼻甲介の各部位を確認した。

　カモシカの鶏冠は薄い板状の隔壁であるのに対し，ヤギやカモシカの鶏冠は柱状の丈夫な

構造であった。

　カモシカとヤギの無骨の形態は類似しており，中鼻甲介も反場類家畜と同様に甲介中最大

であったがカモシカの方がヤギのものより小形であった。

　10鋤骨Vomer（Figs．14，15）

　Figs，14，15に示したように鋤骨では，中隔溝，鋤骨稜および鋤骨翼の各部位を確認した。

　カモシカの鋤骨の長さは約10cm前後で，ヤギとほぼ同じ，ヒツジではこれより少し短か

かった。カモシカ，ヤギ，ヒツジとも鋤骨の中隔溝は前賢で，切歯骨口蓋突起の中隔溝と接

合していた。また，鋤骨の前腹位は上顎骨と接合していた。

皿　顔面骨0舘afaciei

1　　鼻骨Os距asale　（Figs，2，5，7，　23）

Figs．2，5，7，23に示したように鼻骨では，外面，内面， 中隔突起および飾骨稜の各部
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位を確認した。

　カモシカの鼻骨の長さは短くて，6～6，5cln前後，ヤギでは8．5～9．　Ocm，ヒツジでは約

8．5cmと長かった。カ・モシカとヤギでは正中線の部位で，最も深く上顎骨と縫合し，ヒツ

ジでは正中線の部位より，やや外側よりのところで，上顎骨と深く縫合していた。

　カモシカの鼻骨の先端部の形態の特徴については，頭蓋の背面104頁に記述してある。

　2　　涙骨Os　lacrima監e（Figs，1，　2，　6，　7，　32，　33）

　Figs，1，2，6，7，32，33に示したように涙骨では，眼窩面，顔面，鼻腔面，外涙窩，涙嚢

窩，涙孔，涙管および二二を確認した。

　カモシカの涙骨は不正四角形（3．5×2．5cmくらい），ヤギやヒツジでは，これより前後に

細長い四角形（ヤギで4．5～5．0×1，7cmくらい，ヒツジで4．0～4．5×L5cmくらい）であった。

　カモシカの涙骨顔面（Facies　facialis）の特徴は，大きく凹んで外涙窩（Fossa　lacrima11s

externa）を形成し，生体時には眼窩下腺（Giandula　illfraorbitalis）が納まっている。ヒ

ツジにも外回窩が存在し，ヤギには存在しなかった。家畜問の比較は104，105頁に記述して

ある。　（外涙窩は眼窩下窩infraorbital　fossaともいう）。

　カモシカの眼窩面（Facies　orbitalis）の特徴は，涙胞（Bulla　lacrimalis）が大きくよく

発達しており，ヤギやヒツジのものははるかに小さかった。

　カモシカの涙骨と上顎骨や頬骨との縫合の特徴は104，105頁に記述してある。

　3　　よ顎骨凹axilla　（Figs．1－3，　6，7，　9，26，　27）

　Figs．1－3，6，7，9，26，27に示したように上顎骨では，上顎骨体，顔面：顔結節，限窩下

孔，眼窩下管；翼口蓋面：上顎結節，上顎孔；鼻腔面：涙嚢溝，鼻甲介稜；上顎洞，頬骨突

起，口蓋突起，鼻稜，歯槽突起，槽下縁および歯槽の各部位を確認した。

　カモシカの上顎骨顔面（Facies　facialis）では，顔結節や眼窩下孔で，ヒツジやヤギとの

差違が認められた。

　顔結節　Tuber　faciale（Figs．2，26）

　カモシカとヤギの顔結節は隆起状のものであり，ヒツジでは結節状であった。顔結節の位

置は，カモシカでは上顎第3前臼歯P3と上顎第1後臼歯M1との境界部の上方，ヤギとヒツ

ジでは上顎第1後臼歯M1と第2後臼歯M2の境界部の上方であった。

　眼窩下孔　Foramen　infraorbitale（Figs．1，26）

　カモシカの眼窩下孔の大きさは，ヤギやヒツジのものより少し小形であった。3種の動物

間で眼窩下孔の位置に差違があり，105頁に記述してある。

　上顎骨翼口蓋面（Facies　pterygopalatina）の第3後臼歯M3問の幅は，カモシカとヤギ

で約4．5cm，ヒツジで4．　Ocmであった。カモシカの口蓋突起（Processus　palatinus）の特

徴などは107頁に，上顎骨と口蓋骨，涙骨，頬骨，切歯骨との縫合は104～106頁に記述して

ある。カモシカの翼口蓋面には，左右に上顎第1前臼歯Pl，第2前臼歯P2，第3前臼歯P3，

第1後臼歯M1，第2後臼歯M2，第3後臼歯M3の歯槽が存在していた。

　4　腹鼻・甲介骨Os　conchae　nasalis　ve醜ralis（Fig，30）

　従来は腹鼻甲介とか腹甲介といわれていた，鼻腔の中に存在する骨で，ヒトの下鼻甲介

（Concha　nasalis　inferior）に相当する。

　頭蓋の前面からみると，薄い巻紙状の骨で，鋤骨の左右に1対存在している。カモシカの
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腹鼻甲介骨は大きくよく発達し，次いで，ヒツジで，ヤギのものが最も小さかった。

　5　切歯骨Gs　i鵬isivum（Figs．1，5，22）

　Figs，1，5，22に示したように切歯骨では，切歯骨体，口蓋突起および鼻突起の各部位を

確認した。

　切歯骨の鼻突起（Processus　nasalis）や口蓋突起の長さは，カモシカが最も短かく，ヒ

ツジ，ヤギの順に長かった。カモシカの切歯骨には反傷類家畜と同様に切歯は欠除していた。

　カモシカの切歯骨と上顎骨との縫合は頭蓋の側面の項の104頁に，鋤骨との接合は111頁に

記述してある。

　6　園蓋骨Os　palat豊num（Fi黛s．3，5，9，24，25）

　Figs．3，5，9，24，25に示したようにrl蓋骨では，垂直板，鼻腔面，上顎面，蝶口蓋切痕，

大口二野，錐体突起，三門稜，眼窩突起，蝶形骨突起，水平板，口蓋面，大口蓋孔，翼口蓋

窩，鼻稜および口蓋洞の各部位を確認した。

　カモシカの蝶口蓋切痕（Incisura　sphellopalatina）は前蝶形骨とともに蝶口蓋孔（Fora－

men　sphenopalatinum）を形成しているが，ヒツジのものの約半分くらいの大きさであり，

ヤギのものより大きかった。

　カモシカの口蓋下水平板，大口蓋孔，小口蓋孔や口蓋上顎縫合については，頭蓋底の口蓋

部106頁に記述してある。

　ア　類骨Os露ygomaticum（Figs．1，3，6，28，29）

　Figs．1，3，6，28，29に示したように頬骨では，外側面，眼窩面，側頭突起，前頭突起お

よび眼窩下縁の各部位を確認した。

　カモシカの眼窩下縁（Margo　infraorbitalis）の頬骨体の部位は浅く凹んでいる程度であ

ったが，ヤギやヒツジでは深く凹んでいた。ヒツジでは外回窩が頬骨体背部からも形成され

ており，カモシカの外涙窩は涙骨に存在していた。ヤギでは頬骨と涙骨の縫合部に，眼窩下

縁の前端の稜と連続した頬骨稜が存在するが，カモシカやヒツジでは顕著でなかった。

　カモシカの頬骨と上顎や涙骨との縫合の特徴については，それぞれ105頁に記述してある。

　8　　下顎骨　瓢andibula　（Figs．1，　34，　35）

　Figs．1，34，35に示したように下顎骨では，下顎体，切歯部，オトガイ角，臼歯部，顔面

血管切痕，オトガイ孔，頬面，舌面，顎舌骨筋線，槽回縁，下顎枝，下顎角，咬筋窩，翼突

筋窩（ラテン語学名ではFossa　et　Fovea　pterygoideaの別々の部位がある），関節突起，

下顎頭，下顎頸，筋突起，下顎切痕，下顎孔および顎舌骨筋神経溝の各部位を確認した。

　カモシカの下顎骨は逆L形（先端を左前にした場合Fig，35）をしており，歯槽部内側で，

左右の下顎骨は下顎間軟骨結合（Syllcholldrosis　intermandibularis）をしていた（反撃

類の特徴）。

　下顎骨は，下顎体（Corpus　lnandibulae）と下顎枝（Ramus　mandibulae）に分かれ，さ

らに下顎体は，切歯部（Pars　incislva）と臼歯部（Pars　molaris）を区別する。

　カモシカの下顎骨は槽間縁（Margo　interalveolaris）を備え，反舗類家畜と同様に，下

顎枝が高くそびえ，筋突起（Processus　coronoideus）は板状で，関節突起（Processus

condylaris）よりもはるかに高く突出し，先端がやや後方に轡晒していた。

　カモシカのオトガイ孔（Foramen　mentale）は槽間縁の外側（頬面Facies　buccalis）

すなわち，切歯部との境界近くに1から数個（主として2個）存在していた。ヤギやヒツジ
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でも2個存在する場合が多かった。

　カモシカの顎舌骨筋線（Linea　mylohyoidea）はヤギやヒツジよりも一層不明瞭であった。

　カモシカ，ヒツジ，ヤギの臼歯歯槽部の厚さは同じ程度であった。カモシカの臼歯部の前

位外側に1～2個の小乱が存在していた。

　カモシカの下顎体の磁位の外側の下顎第3後臼歯M3の下方に，下顎結節（Tuber　mandi・

bulare）が発達していた。ヒツジではこの下顎結節から稜線が下顎角にまで連続していた。

ヤギではこの結節は最も発達が悪く，粗面状の隆起であった。カモシカの下顎結節の発達に

よる雌雄の区別はできなかった。

　カモシカの下顎枝前縁は下顎体に対して，垂直であったが，ヤギやヒツジはゆるやかに後

背方に向っていた。カモシカの下顎孔（Foramen　mandibulae）の大きさは，ヤギやヒツジ

のものに比べて，はるかに小さかった。カモシカの下顎孔の下方に翼突筋窩（Fossa　ptery・

goidea）が存在していた。カモシカの筋突起の長さは約3cmで，ヒツジやヤギでは約4

Cmであった。

　関節突起の下顎頭（Caput　lnandibulae）は，ヤギが最も細長く，次いでヒツジ，カモシカ

の順に短かかった。また，下顎頭の形は，カモシカは不正四角形，ヤギやヒツジではカモシ

カよりも細長い四角形であった。カモシカの下顎頭の内側直下やや前方に翼突筋窩（Fovea

pterygoidea）が存在していた。

　カモシカの切歯部には左右に第1切歯Il，第2切歯12，第3切歯13，第4切歯14（比較解

剖学的には犬歯Cに相当する）に対する歯槽があり，臼歯部には下顎第1前臼歯P1第2前臼
歯…第・前日面一す・歯槽・・存在した・・モシ・の齢・懸（llll＞32本で

あった。

　9　　舌骨Os　hyoideum（Fig，36）

　Fig．36に示したように舌骨では，底舌骨（体），角舌骨〔小角〕，甲状舌骨〔大角〕，上舌

骨および茎状舌骨の各部位を確認した。

　カモシカの舌骨の構成は，反鋼類家畜のものと同様であった。しかし，底舌骨（Basihyoi－

deum）には，舌突起（Processus　lingualis）がウシのような突起状でなく，小さな塊状で

あった。茎状舌骨（Stylohyoideum）の遊離端は鼓室舌骨（Tympanohyoideum）（軟骨）

となって側頭骨鼓室部の茎状突起と結んでいる。

IV　頭蓋の出入孔

　1　後頭骨：大孔Foramen　magnum，舌下神経管Canalis　nervi　hypoglossi，北砂

Canalis　condylaris，乳突孔Foramen　mastoideum，頸静脈孔Foramell　jugulare

　2　底蝶形骨と前蝶形骨＝卵円孔Foramen　ovale，眼窩正円孔Foramen　orbitorotu11・

dum，視神経管Canalis　opticus

　3　側頭骨：破裂孔Foramen　laceruln，側頭道Meatus　temporalis，．関節後転Fora－

men　retroart量culare，外耳孔Porus　acusticus　exterllus，内耳孔Porus　acusticus

internus，筋耳管管Canalis　musculotubarius，茎乳突孔Foramen　stylomastoideum，

顔面神経管Canalis　facialis，鼓室神経小管Canallculus　tympallicus
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　4　前頭骨：三子孔Foramen　ethmoidale，眼窩上孔Foramen　supraorbitale，眼窩

上管　Canalis　supraorbitalis

　5　三号：飾板Lamina　cribrosa（飾孔Foramina　cribrosa）

　6　涙骨：涙孔Foramen　lacrimale，涙管Canalis　Iacrimalis

　7　上顎骨＝眼窩下孔Foramen　infraorbitale，眼窩胆管Canalis三nfraorbitalis，歯

槽管Callalis　alveolaris，歯槽孔Foramina　alveolaria，上顎孔Foralnen　maxillare

　8　口蓋骨1後口蓋孔Foramen　palatinum　caudale，大口蓋孔Foramell　palatinuln

majus，大口糟毛Canalis　palatinus　major，後鼻孔Choanae，鼻涙管Canalis　llasolacri・

1nahs，蝶口蓋孔Foramen　sphenopalatinum，小口蓋孔Foralnina　palatina　mhlora

　9　下顎骨：下顎孔Foramen　mand玉bulae，下顎管Canalis　rnandibulae，オトガイ孔

Fora1捻e11　1nentale

要 約

ニホンカモシカの骨格の形態学的研究の一環として，前肢骨，後肢骨，胴骨（脊柱・肋骨

・胸骨）に引き続き，今回は頭蓋について調査研究を行ない，図譜を作成した。

　1．　カモシカの頭蓋は頭蓋骨と顔面骨よりなり，頭蓋骨は後頭骨，頭頂間骨，底蝶形骨，

前蝶形骨，翼状骨，側頭骨，頭頂骨，前頭骨，子骨および鋤骨から，顔面骨は鼻骨，涙骨，

上顎骨，腹鼻甲介骨，切歯骨，口蓋骨，頬骨，下顎骨および舌骨から構成されていた。

　2．　カモシカの頭蓋には，雌雄ともに比較的小形の角（骨格としては前頭骨の角突起）が

存在していた。カモシカの頭蓋骨の骨の厚さは，板間層が薄いため，ヤギに比べると非常に

薄かった。カモシカの頭蓋の最大幅は，頬骨弓から眼窩下縁にかけての左右の両端間の距離

であった。カモシカの頭蓋の中での眼窩の占める位置は，ヒツジのものより電位に存在して

いた。カモシカの眼窩縁はヤギほど外側に突出していなかった。カモシカの頭蓋の縫合の状

態は，ヤギやヒツジよりも凹凸の程度が深かった。

　3，カモシカの頭蓋骨では，次の部位でヤギやヒツジと差違が認められた。後頭骨：頭頂

部，項稜，外後頭隆起，外後頭稜，大孔，後頭顯，顯労突起（多くの家畜解鋼書で頸静脈突

起とされている部位），筋結節。前蝶形骨と底蝶形骨：翼交叉溝，視神経管，トルコ鞍，

鞍背，卵円孔。翼状骨：翼突切痕，翼突鈎。側頭骨＝岩興部，乳様突起，鼓室胞，外耳孔，

破裂孔，側頭稜，頬骨突起，下顎窩。頭頂骨：側頭線，背矢状三局。前頭骨：角突起とその

位置：，鼻骨縁，眼窩耳孔。倉奪1骨：鶏冠，中鼻甲介の大きさ。鋤骨：ヒツジより長い。

　4．　カモシカの顔面骨では，次の部位でヤギやヒツジと差違がみられた。鼻骨：短い，上

顎骨との縫合部，先端がウシのように二叉になっている個体もいた。涙骨1外涙窩，涙胞。

上顎骨：顔結節，眼窩下孔，切歯との縫合部，口蓋突起。腹鼻甲介骨：大きさ。切歯骨＝口

蓋突起。口蓋骨：蝶口蓋切痕，大口蓋孔，小口蓋孔。頬骨1眼窩前下壁。下顎骨1オトガイ

孔，下顎体と下顎枝の境界部に結節（下顎結節Tuber　malldibulare）が存在，下顎枝，筋

突起，関節突起，下顎頭，下顎孔。

　5．　カモシカの頭蓋の出入孔について記述した（114，115頁）。家畜解剖学用語（NAVJ）
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やNicke1らは，反鯛類家畜には破裂孔は存在しないとしているが，カモシカでは，後頭

骨底部，側頭骨および蝶形骨の間に，破裂孔が存在していた。カモシカの破裂孔は後方で，

頸静脈孔と交通していたが，前方では卵円孔と隔離されていた。

　本研究は今回で終了し，ニホンカモシカの骨格に関する研究と日本における最初の骨格解

剖図譜を完成させた。骨の名称は家畜解剖学用語（1981）に準拠した。
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　　　ニホンカモシカの骨格図譜

Atlas　of　the　Skeleton　of　the　Japanese　Serow

　　　　　　　　　　　　　　　　　（C砂痂。砺∫67ゴs加s）
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PLATE　1

丁目allium　of　Japanese　serow．　カモシカの頭蓋

Fig，1．　Lateral　view．

Fig．2．　Dorsal　view．

Fossa　temporalis

Arcus　zygomaticus

FiSsUra　interinCisiVa

InciSUra　nasoirlcisiva

Fissura　nasolacrimalis

Orbita

OS　OCCIPITALE
　Squama　occipitalis

　Processus　paracondylaris

OS　TEMPORALE
　Porus　acusticus　externus

　Crista　telnporalis

　Processus　zygomatictls

OS　PARIETALE
　Linea七ernporalis

OS　FRONTALE
Foramen　supraorbitale

Sulcus　supraorbitalis

Processus　zygolnaticus

Processus　cornualis

Foramen　ethmoidale

OS　NASALE
OS　LACRIMALE
　Fossa　lacrimalis　externa

MAXILLA
　Foramell　infraorbitale

　Tuber　faciale

OS　INCISIVUM

OS　ZYGOMATICUM
　Processus　frontalis

　Processus　temporalis

MANDIBULA
　Margo　interalveolaris

　Foramen　mentale

　Corpus　mandibulae

　Ramus　mandibulae

　3
×〕
　7
　7
×拓

側面

背面

　
窩
弓
裂
痕
裂
窩
　
鱗
起
　
孔
稜
起
　
線
　
孔
溝
霜
起
孔
　
　
窩
　
孔
節
　
　
起
起
　
縁
孔
体
枝

　
　
　
間
切
　
　
骨
　
坐
骨
　
　
突
骨
　
骨
上
上
突
　
　
骨
骨
　
骨
下
　
骨
骨
突
突
骨
　
イ

蓋
頭
骨
　
歯
涙
　
　
頭
　
　
耳
頭
　
　
頭
　
　
　
　
無
骨
　
　
涙
　
　
結
　
　
　
　
　
聞
が
顎
顎

　
　
　
歯
切
　
　
頭
　
血
煙
　
　
骨
頂
　
頭
窩
窩
骨
　
　
　
　
　
顎
窩
　
歯
　
頭
頭
顎
　
ト

　
側
頬
切
鼻
鼻
眼
　
後
療
　
外
側
頬
　
側
　
眼
眼
頬
角
節
　
　
外
　
藩
論
　
　
前
側
　
槽
オ
下
下

　
　
　
　
　
　
後
側
　
頭
前
　

鼻
涙
上
切
頬
下

記
．
．
・
・
●
．
　
．
．
．
●
●
．
・

　
1
2
3
4
5
6
Z
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
瓢
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
器
器
肱
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6



松尾・森F：ニホンカモシカ（C妙7’ぽ。ω幡30廊似3）の弱・格に関する研究 119



120 信州大学農学部紀要　第22巻第2号（1985）

P正ATE　2

Cranium　of　Japanese　serow（without　mandibula）．カモシカの頭蓋（下顎骨を除く）

　　　　　　　　　　　　　　Fig．・V・…al・i・靴鴫腹面
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Fig．4．　Caudal　view．
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PLATE　3

Cranium　of　Japanese　serow（without　mandibula）．カモシカの頭蓋（下顎骨を除く）

Fig・・M・di・i・i肌暗内側面

Fig…Cra・i・1・nd・・bi・・1　regi・n・，1・・era1・i・靴后囎部と三部，外側面
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PLATE　4
　　　Cranium　of　Japallese　serow．カモシカの頭蓋（鼻骨，切歯骨を除く）

Fig．7．　NasaI　region，　craniolateral　view．　×ca．1鼻部（左側），前外側

Fi…B・・e・f　cra・i・1・・vi・y，　d・rsal・i・靴曙内簾底

Fig．9． Base　of　cranial　cavity，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PLATE　5

0s　occipitale，　os　basisphenoidale，　os　presphenoidale，

　　　of　Japanese　serow，　　カモシカの後頭骨，底蝶形骨，
Fi・・1・・…ccipit・1・，　ca・d・1・i・w．・・a・昔後側，

Fig．11．　Os　occipitale　and　basisphenoidale，　rostral　view．
後頭骨と底蝶形骨，前面

os　ethmoidale　and　vomer
前蝶形骨，節骨，鋤骨

後面

Fig．12．　Os　occipitale　and　basisphenoidale，　dorsal　view。

Fig．13．

Fig．14．

Fig．15．
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Fig．16．

Os　telnporale，

　　　カモシカの側頭骨，

Left　os　temporale，

　　　　　　　PLATE

os　parietale　and
頭頂骨，

lateral

Fig．17．　Left　os　temporale，　medial

Fig．18．　Os　parietale，　dorsal　view．

Fig．19．　Os　parietale，　ventral　view．

Fig。20．　Right　os　frontale，　medial
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Fig．24．

Fig．25．

Fig．26．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PLATE　7

　0s　incisivum，　os　nasale，　os　palatinuln　and　maxilla　of　Japanese　serow．

　　　　　　　カモシカの切歯骨，鼻骨，口蓋骨，上顎骨

Fi9・22・Left　os　incisivuln，　lateral　view．　×ca。1切歯骨（左側），外側面

Fig．23．　Os　nasale，　medial　view．（upper　side）and　laもeral　view．（10wer　side）．

　　　　　　晴購内灘（上方）と細面（下方）

　　　　　　Left　os　palatinum，　medial　view．　×ca，1　口蓋骨（左側），内側面

　　　　　　Left　os　palatinum，1ateral　view．　×ca．1　口蓋骨（左側），外側面

Fig．27．

Left　maxilla，1ateral　view．

Left　lnaxilla，　medial　view，
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PI、ATE　8

Os　zygomaticum，　os　conchae　nasalis　ventralis，　os　pterygoideum．　and　os　Iacrimale

　of　Japanese　serow．　　カモシカの頬骨，腹鼻甲介骨，翼状骨，涙骨
　　Fig・28・L・f・…yg・m・・i・um，1・・era1・i・w・×ca・号鵬（左側）外側面

　　Fig…L・ft・s　zyg・m・ti・um，　m・di・1・i・侃×c碓頬骨（左側）内側面

　　Fig・…L・ft・s　c…hae…ali・v・n・・ali・，　m・di・1・i・w．…1

　　　　　　　　腹鼻甲介骨（左側），内側面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　Fig・31・Righ…p・eryg・id・um，　m・di・1・i・w．×・・号

　　　　　　　　翼状骨（右側），内側面

Fig．32．　Left　os　lacrimale，1ateral　view．

Fig．33．　Left　os　lacrimale，　medial　view．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PLATE　g

Mandibula　and　os　hyoideulrn　of　Japanese　serow．

Fig．34．

Fig．35．

Fig．36．
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M・ndib・1・，　d・rs・1・…al　vlew．×昔噸骨，酬側面

・・ft　m・・dib・1・，1・…al・i・w．・婦噸骨（左側），外狽1面

・・h，・id・um，　d・・s・1・…al・・d・・ln・wh・・crani・1・i・w，×去

舌骨，流俗側面やや前方
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        '
    Studies on the Skeleton of Japanese Serows (Capricornis crispus)

     Ⅳ. Bones of the Head (cranial and facial bones) ･

                              '

             By Shinichi MATSUO and Yoshiomi MORISHITA

   Laboratory of Functional Anatomy, Faculty of Agriculture, Shinshu University

                           S"mlnary

   The bones of the head were investigated, following the reports on the

skeleton of the appendicular and the trunk of the Japanese serow (J. Fac.

Agric., Shinshu Univ. vol.20, 173;1983, voL21, 59 and 119;1984).

   1. The Nomina Anatoinica Veterinaria 2nd Ed. (1972) divides the skull into

the cranial and the facial bones. The cranial bones of the Japanese serow

were composed of the occipital, interparietal, basisphenoid, presphenoid,

pterygoid, temporal, parietal, frontal, ethomoid and vbmer. The faciai bones

of the animal were composed' of the nasal, ventral nasal concha, maxilla,

iacr Lm.aii.in,cs's,iv?.g?ge,m.zxua',,P%aS,':e,g,Zg,g,O.M.ZliCi,,M,a,"S",b,".igS,:d5,,h.Y,7;dg.,,,

paired horns Ccornual process of the frontal bones). The cranial vault of the

JapaneSe serow was very thin dipoe, while that of the domestic gpat was

thick. The' breath across the zygomatic arch was the widest in the skull of

the Japanese serow. The position of the orbital cavity in the skull of the

Japanese serow was more rostral part than that of the domestic sheep. The

sutures in the skull of the Japanese serow were a more serrated appearance

than they did in the domestic goat and sheep.

   3. The cranial bones of the Japanese serow were distinguished from those

of the domestic goat and sheep in the following points: Occipital Bone; squa-

mous part, nuchal crest, external occipital protuberance, external occipital

crest, foramen magnum, occipital condyles, paracondyloid process (juguiar

process was used on many anatomical textbooks of the domestic animals),

muscular tubercles. Presphenoid and Basisphenoid Bones; ala, optic groove,

optic canal, sella turcica, dorsum sellae, foramen ovale, foramen orbitorotundum.

PterygoidBone; pterygoid incisure, hamulus. Temporal Bone; petrous part,

mastoid process, tympanic bulla, external acoustic meatus, foramen iacerum,

temporal crest, zygomatic process, rnandibula fossa. Parietal Bone; tempora!

line, su!cus sinus sagittalis dorsalis. Frontal Bone; cornual process, nasal margin.

Ethmoid Bone; crista galli, middle nasal concha Vomer; length.
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   4. The facial bones of the Japanese serow weredistinguishedfromthose

of the domestic goat and sheep in the following points: Nasal Bone; length,

suture with maxilla, occasionally two parts by deep notch in the anterior end.

Lacrimal Bone; external lacrimal fossa (infraorbital fossa), lacrimal bulla. Maxi-

lla; facial tuberosity, foramen infraorbitale, suture with incisi bone, palatine

process. Ventrai Nasa! Conchal Bone; size. Incisi Bone; palatine process. Palatine

Bone; sphenopalatine notch, major and minor palatine foramina Zygomatic

Bone; antero-ventral border of orbita. Mandibula; mental foramen, mandibular

tuberosity (near the junction of the bedy and the rami), mandibular rami,

coronoid process, condyloid process, mandibular head (caput mandibulae),

mandibular foramen.

   5. The canals and foramina in the skull of the Japanese serow were inves-

tigated as follows: Occipital Bone; foramen magnum, canalis nervi hypoglossi,

canalis condylaris, foramen mastoideum, foramen jugulare. Presphenoid and

Basisphenoid Bones; foramen ovale, foramen orbitorotundum, canalis opticus.

Temporal Bone; foramen lacerum, meatus temporalis, foramen retroarticulare,

porus acusticus externus, porus acusticus internus, canalis musculotubarius,

foramen stylomastoideum, canalis facialis, canaliculus tympanicus. Frontal

Bone; foramenethmoidale, foramen supraorbitale, canalis supraorbitalis. Eth-

moid Bone; lamina cribrosa (cribriform foramina). Lacrimal Bone; foramen

!acrima!e, canalis lacrimalis. Maxilla; foramen infraorbitale, canalis infra-

orbitalis, canalis alveolaris, foramina alveolaria, foramen maxillare. Palatine

Bone; foramen palatinum caudale, foramen palatinum majus, canalis palatinus

major, choanae, canalis naso!acrimalis, foramen sphenopalatinum, foramina

palatina minora. Mandibula; foramen mandibulae, canalis mandibulae, foramen

mentale. The foramen lacerum in the skull of the Japanese serow was presented

obviously, while the foramen was absent in the domestic goat, sheep and cattle

on the Nomina Anatomica Veterinaria.

   In this study, an anatomical investigation and the first skeletal atlas of the

Japanese serow were completed. The nomenclature was based on the Nomina

Anatomica Veterinaria Japonica (1981).


